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年および 2010 年の口蹄疫、2004年から発生が続く高病原性鳥インフルエンザ、2018年 9月













レベルにおいては、搾乳牛の繋ぎ飼い（オッズ比 [OR] = 0.20, 95%信頼区間 [CI]: 0.07-0.60,
 
p = 0.004）、乳頭口の意識的な清拭（OR = 0.15, 95% CI: 0.02-0.76, p = 0.030）および乳頭
清拭時のペーパータオルの使用（OR = 0.31, 95% CI: 0.09-0.92, p = 0.045）が防御因子、牛
の導入（OR = 3.43, 95% CI: 1.14-10.86, p = 0.030）がリスク因子であった。個体レベルにお
いては、家畜市場にいた経験（OR = 10.80, 95% CI: 1.12-104.38, p = 0.040）、高泌乳量（OR 
= 1.09, 95% CI: 1.02-1.18, p = 0.014）および原因菌が分離されなかった急性乳房炎の診断履






































































合研究所重点課題として実施された本研究は、最高の Aランクの評価を受けた。   
  
学位論文の一部を公表した論文 
Fujimoto Y, Ito H, Higuchi H, Ohno H, Makita K. 2020. A case-control study of herd- 
and cow-level risk factors associated with an outbreak of Mycoplasma mastitis in 
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